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MayanMytho［ogy   
チャールズ・オルソン著『人間の宇宙』（〟川ノブβ／7Uわわ′e／昔e，1965）の巻頭論文タイトルは，著  











接続できるような論理性がマヤの神話には見出しがたいためである。   
しかし，「人間の宇宙」が受け入れられる論であるか否かは，Ⅳのマヤの神話にどれほどの  
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用の中に入り込ませたので，言語のもう一つの機能である話し言紫を回復することが急   






を指している。   
ギリシャ以来ずっと，「抽象」「ロゴス」「論述」の方に，つまり「一般化」の方に言語使用  
が傾きすぎてきたので，「話し言葉」すなわち「その瞬間の行為としての言語」の方の重要性  
を考えなければならないと主張しているのが，この引用である。   
別の表現をすれば，抽象が現実に勝る状態が続いて久しいが，それではバランスが悪いと言っ  
ているのだ。しかし，言葉の置き換えは混乱を生む可能性があるので，できる限り控えること  
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のであるのに，多くの者は自分の理解力があるかのように生きている」（日本語訳に際しては  
HermannDiels151を参照した）が即座に思い出される（CollectedPoems189）。エリオットは  
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ここで確認しておくことにしよう。   
では，ロゴス中心主義に侵されていない人間の「経験」とはどのようなものであると考えら  
れるだろうか。  
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ているため，形象（theimages）の描き出す事物（theo句ects）の力が保たれている。   
（2）均斉のとれた石を集め，近くの丘を飾り，それを火の見やぐらや展望台，あるいは囲  










とする風潮が（Spectatorism）が，文化の条件だとして，参加する気持ちを締め出してしまう。   
（中略）個人の力も才能もすべて金で買われてしまう。（中略）アメリカでは，商品は果物  
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に。蛇と見えたものに対しても，畏れ敬うべきあの大きな鳥に対しても。マヤ族が死ぬと   
身体の肉を食べに来るヒメコンドル（zopilote）に対しても。あるいはマヤ族は，夜のう  
ちに息切れしたか脚を祈るかした鹿をずたずたに引き裂くイナゴの群れのような黒い塊の  
中に，朝，ヒメコンドルの姿を見ることもある。あるいはヴィーナスをさえ，マヤ族は警   
戒している。あたかも，彼ら自身がホシムクドリ（g柑Ckle）ででもあるかのように。フルー   
トのように穴のあいたヴィーナスの家を垂直に攻撃できると思っている。しかしヴィーナ   
スが優勢になるとト東風に乗せて，彼らの皮膚に病気や砂利（granitos）を吹き付ける。ヴィー  
ナスが新しい時，朝の空をブンプン鳴らす時には，マヤ族は恐れて家の申に隠れている，  






かね   
kiss［by］hiswifbwasgiven）。人々がその漁師を浜辺に引きずり上げた時，漁師は金になる  
サメを釣り上げているところだったらしい。  
あるいほ太陽（Stln）がそうであったように，男と女になるためには，太陽は月（Moon）   
に耐えなければならなかった（thewayhehadtoputupwithMoon）。初めから終わりまで月  
は，自分流に振る舞ったので，太陽はそれに対処しなければならなかった。なぜなら太陽  
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（2011年度），41－54頁。  
鵬48鵬   
